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1.  22年3月期の業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 9,602 △7.8 △151 ― △213 ― △567 ―

21年3月期 10,411 △0.9 176 △60.3 69 △81.7 △782 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 △25.97 ― △6.2 △1.3 △1.6

21年3月期 △35.79 ― △7.9 0.4 1.7

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  ―百万円 21年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 16,491 8,873 53.8 406.15
21年3月期 17,094 9,371 54.8 428.61

（参考） 自己資本   22年3月期  8,873百万円 21年3月期  9,371百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 144 △305 103 113
21年3月期 956 △552 △422 170

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― ― ― 2.00 2.00 43 ― 0.4
22年3月期 ― ― ― 2.00 2.00 43 ― 0.5

23年3月期 
（予想）

― ― ― 5.00 5.00 84.0

3.  23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

5,020 17.2 110 ― 46 ― 9 ― 0.41

通期 10,700 11.4 380 ― 280 ― 130 ― 5.95

－1－



4.  その他 

(1) 重要な会計方針の変更 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、45ページ「１株当たり情報」をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 21,974,000株 21年3月期 21,974,000株

② 期末自己株式数 22年3月期  126,414株 21年3月期  108,062株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、３ページ「１．経営成績 （１）経営成績に関する分析」をご覧下さい。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

 当期におけるわが国経済は、年度初め頃には不況の最悪期を脱し、その後は着実な持ち直

し傾向が続きました。しかし、その実態は主として輸出依存であり、内需については政府の

景気対策にもかかわらず個人消費や設備投資等の勢いは弱く、不況前への原状回復までには

いまだ遠い水準で推移しています。 

 化学工業におきましても需要の回復は総じて緩慢であり、製品価格も低迷しているところ

へ急激な円高による輸出収益の悪化も加わるなど、明るい材料は乏しく厳しい事業環境が続

きました。 

 このような状況の中で、当社は全力を挙げた営業活動を展開するとともに、徹底した経費

節減や生産性の向上に向けた取り組みを実施いたしましたが、売上高は前期比7.8％減の

9,602百万円となり、営業損失は151百万円（前期は176百万円の営業利益）、経常損失は213

百万円(前期は69百万円の経常利益)となりました。また、時価が低下している一部の株式に

ついての評価損等を特別損失に計上したため、当期純損失は567百万円(前期は782百万円の当

期純損失)という結果になりました。 

 

    

   事業区分ごとの販売の状況は次のとおりであります。 

                               (金額：百万円、割合：％) 

平成21年3月期通期 平成22年3月期通期 
区分 

国内 輸出 合計 構成比 国内 輸出 合計 構成比

たばこの香料お
よび同材料関係 

361 30 391 3.8 － － － －

医薬品関係 2,057 1,890 3,948 37.9 2,013 1,464 3,478 36.2

食品添加物関係 1,375 687 2,063 19.8 1,351 483 1,835 19.1

工業薬品その他 3,092 914 4,007 38.5 2,602 1,686 4,289 44.7

合  計 6,886 3,524 10,411 100.0 5,967 3,635 9,602 100.0

(割  合) 66.1 33.9 100.0  62.1 37.9 100.0  

(注) １ 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２ たばこの香料および同材料関係については、ＪＴグループ向け販売終了に伴い、当第１四半期累計期間

から工業薬品その他に含めて表示しております。 

  （当期実績 金額50百万円 構成比0.5%） 

 

【医薬品関係】 

中間体等の受託品は増加しましたが、輸出販売は主力製品である医療用途向けアミノ酸お

よびビタミン原料の販売減などにより、前期に比べ大幅に減少いたしました。 

【食品添加物関係】 

国内販売は若干の減少に留まりましたが、アミノ酸の輸出販売減により、前期に比べ大幅

に減少いたしました。 
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【工業薬品その他】 

船底塗料用原料および特殊触媒の国内販売が前期に比べ減少しましたが、農薬中間体およ

びタイヤコード接着剤用原料などの輸出販売が増加した結果、若干の増収となりました。 

 

②通期の見通し 

今後の経済見通しにつきましては、中国をはじめとする堅調な海外経済に牽引され緩やか

な回復基調で推移するものと予想されますが、為替動向や原油相場などの不安定な要因もあ

り、先行き不透明な事業環境が続くものと思われます。 

このような状況の中、当社は全力を挙げて業績の改善と利益の確保を図るとともに、研究

開発をはじめ将来の成長発展のための取り組みを更に強化していきます。 

当社の平成23年３月期の業績見通しにつきましては、以下の通りであります。 

売上高    10,700百万円 

営業利益     380百万円 

経常利益     280百万円 

当期純利益   130百万円 

 

 

(2) 財政状態に関する分析 

当事業年度における各貸借対照表項目の増減要因は、つぎの通りであります。 

(流動資産) 

当事業年度末の流動資産は、前事業年度末から169百万円増加いたしました。これは主に、受

取手形、売掛金の増加と製品の減少によるものであります。 

(固定資産) 

当事業年度末の固定資産は、前事業年度末から773百万円減少いたしました。これは主に、機

械及び装置の減価償却による減少、長期預金の減少によるものであります。 

(流動負債) 

当事業年度末の流動負債は、前事業年度末から1,122百万円増加いたしました。これは主に、1

年内返済予定の長期借入金の増加によるものであります。 

(固定負債) 

当事業年度末の固定負債は、前事業年度末から1,227百万円減少いたしました。これは主に、

長期借入金が一年以内に返済予定となったため、流動負債に振り替えたことによるものでありま

す。 

(純資産) 

当事業年度末の純資産合計は、前事業年度末から498百万円減少いたしました。これは主に、

利益剰余金の減少によるものであります。 

 

キャッシュ・フロー 

当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は113百万円となり前事業年

度末に比べ57百万円減少いたしました。 

(営業活動によるキャッシュ･フロー) 

営業活動により増加した資金は144百万円(前期は956百万円の増加)となりました。これは主に、

減価償却費914百万円、たな卸資産の減少519百万円等による資金の増加と、税引前当期純損失

391百万円、売上債権の増加935百万円等による資金の減少との差額によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ･フロー) 
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